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Ⅰ．事業期間 
  平成２６年（2014）４月１日～平成２７年（2015）３月３１日 

 
Ⅱ．基本方針 
   特定非営利活動法人近畿環境市民活動相互支援センターは、設立準備会の 
   発足からまもなく１０年を迎える。 
   これを前に定款の変更を行い、エコネット近畿は理事会の一新と時代の変 

化に即応した事業展開と行動につながる組織体制つくりに取り組み、広く 
活動されている方々との絆づくりとネットワークづくりに努力する。 
特に、本年は、新定款施行後の NPO 法人エコネット近畿の新たなスター

トと位置付け、過去継続してきた環境市民活動団体への情報交流会・助成

金セミナーなどの基幹事業を軸として真摯に向き合い、事業目標と成果分

析をより明確化する。 
具体的には、近畿２府４県における会員の前年比５０％増をめざし、近畿

の都市近郊型環境団体にとって着実な組織基盤強化にむすびつく情報提

供・助言・支援のため、各府県を会場とし地域の団体と協力して地域課題

に寄り添うセミナーを開催する。 
テーマとしては、一般に環境団体の多くが高齢化や後継者不足といった課

題に直面しているが、活動をになう次世代の会員獲得に向け、団体が自ら

共感を得る情報発信力や広報力を強化するものなど、環境 NPO のスキル

アップを扱う。これらの事業を通して地域特有の課題を抽出し、新たな事

業展開の可能性を探る。 
同時に、行政・企業に対して積極的な広報活動・協働へのアプローチを行

い、具体的に協働の実現へとつなげていく。 
エコネット近畿は、都市型中間支援組織としてのミッションを体現しビジ

ョンを明確にするだけでなく、外部評価基準を確立し成果を見える化する

ことに努める。 
 
Ⅲ．事業の実施に関する事項 
 1．特定非営利活動に係わる事業 
  （１）第 10 回 近畿の環境団体情報交流会 
 【内  容】環境市民活動団体相互の情報共有を図る事により、環境市民セ

クター全体の連携と基盤強化を目指す。    
      昨年の交流会よりさらに活動分野を広げて、各地の環境活動団体

が取り組んでいるテーマの中から主だったもの、また長く活動を

続けている団体、成果の上がっている団体、行政や企業との協働
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により成果を上げている団体などに焦点をあて発表をいただく。 
      第２部では、近畿各地域の環境 NPO のニーズや課題を反映させ

るため、分科会テーマを参加者より公募するなど工夫する。 
      また、近畿の NPO の組織マネージメントを考えるきっかけとし

て、第３部では団体の役職別意見交換会を開催する。 
      団体の発表数の増加や、分野の広がり・テーマの深まりを鑑みて

今年度は 1 泊 2 日の行程で実施する。 
【実施日時】平成２６年(2014)６月２１日・２２日 （1 泊 2 日の行程） 
【実施場所】生駒山麓公園ふれあいセンター 
      （奈良県生駒市俵口町 2088 番地 0743-73-8880） 
【対 象 者】環境活動をしている団体、企業・行政の環境担当者、環境に興

味を持つ全ての方 
【主  催】近畿の環境団体情報交流会実行委員会・一般財団法人セブン－

イレブン記念財団 
【後  援】大阪府、大阪市、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県 
【事業概要】＜１日目・午後＞ 
      ①活動発表を交えてのワークショップ（課題の共有） 
      ②団体事例発表会 
      ③意見交換  
      ＜２日目・午前＞ 
      ④団体事例発表会 
 ⑤ワークショップ 
      ⑥ふりかえり 
【参加目標】参加者１００名（一般８０名、会員２０名） 
【参 加 費】一般 ５,５００円、会員・学生 ５,０００円 
      資料代、宿泊費、食費を含む。現地までの交通費別途要 
【収  入】１,０４６,９００円（助成金、参加費、他） 
【支  出】９８７,８０８円（消耗品費、広告費、賃借料、旅費交通費、他） 
 
（２）第 10 回 環境市民活動のための助成金セミナー 
【内  容】環境に係る市民活動団体と理解ある支援団体との結びつける場と

して助成金セミナーを設け、中間支援活動として、個々の団体の

基盤強化に取り組み、持続可能な社会実現を目指す。 
      助成団体担当者のみなさまとも企画段階より意見交換を重ね 
      セミナ-終了後、参加者が実際に助成申請をされたかどうか、その

理由について追跡調査を実施する。 
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【実施日時】平成２６年(2014)１１月 
【実施場所】奈良市ボランティアインフォメーションセンター（奈良市保険

所・教育総合センター）(予定) 
      〒630-8122 奈良市三条本町 13 番 1 号  

はぐくみセンター１階 ℡：0742-93-8453 
【参加目標】参加者計５０名（一般４０名、会員１０名） 
【参 加 費】一般１０００円、会員５００円（資料代として） 
【協  力】特定非営利活動法人奈良 NPO センター 
【助成団体】４～５団体（予定） 
【内  容】①各助成制度の採択を受けた団体による事例発表を中心に助成

制度の紹介 
      ②助成団体担当者を囲んでの意見交換 
      ③各助成団体への個別質問 
【収  入】２５０,０００円（助成金、参加費、他） 
【支  出】２４３,４１１円（消耗品費、広告費、旅費交通費、他） 
 
（３）環境NPOスキルアップセミナー 
【目  的】近畿全域における会員の拡大と環境団体のスキルアップ・人材育

成 
【内  容】地域の NPO の活動強化とエコネット近畿の会員拡大のため、近 

畿１府４県（大阪をのぞく）の各団体にご協力いただき、出前

講座形式で開催する。 
      テーマとしては、特にＮＰＯから要望の多い①広報力、②資金調

達、③組織マネージメントなど。環境NPOのスキルアップ講座。

実施にあたっては、地域ごとに中間支援機能を果たしている環境

団体や NPO センター、行政、学校などの協力を得て、会場の手

配や広報、運営を行います。 
 

【実施日時】平成２６年(2014)８月頃 
【実施場所】京都 ／ キャンパスプラザ京都（予定） 
【共  催】各地域の活動団体、中間支援団体 
【テ ー マ】NPO の次世代リーダーのためのマネジメント研修 
 
【実施日時】平成２６年(2014)１１月頃 
【実施場所】兵庫 ／ 西宮市民交流センター(予定) 
【共  催】各地域の活動団体、中間支援団体 
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【テ ー マ】人が集まる企画＆チラシの作り方(予定) 
 
【実施日時】平成２７年(2015) １月頃 
【実施場所】奈良 ／ 奈良 NPO センター 
【共  催】特定非営利活動法人 奈良 NPO センター 
【テ ー マ】伝える力～SNS を活用した広報～（予定） 
 
【対 象 者】環境活動をしている団体、企業・行政の環境担当者、環境に興

味を持つ全ての方 
【参加目標】各回３０名 
【参 加 費】１０００円（資料代、実費） 
【成果目標】環境 NPO スキルアップ講座を通して、新規２０団体の会員獲

得をめざす。 
【収  入】３４０，０００円（助成金、参加費、他） 
【支  出】２８８，４１１円（消耗品費、広告費、旅費交通費、通信費、

他） 
 
（４）平成２６年度 エコネットカフェ 
【目  的】「集う」場という、開かれ、訪れてくれる事務所の開設 
【内  容】環境 NPO の居場所となるような「エコネット・カフェ」を事務 

所にて定期的に開催する。 
新規加入会員・賛助会員・ボランティア会員には、「エコネ 
ットカフェ」を入口としてエコネット近畿の事業内容を知り、  
興味ある事業運営への参画の参考としていただく。 
ミニセミナーの後、参加者全員でフリートーキングすることで、

交流や協働が生まれることを目指す。 
2 年目の今年は、参加者提案により内容を決定していく機会を増

やし、事業化につながるものを抽出しエコネット近畿の運営に

関わっていただく方を増やす。 
特に、大学生による企画を積極的に採用し人材育成をめざす。 

【テ ー マ】参加者からのリスエストにもこたえながら、自団体の抱える課 
題などを参加者と一緒に解決する場に発展することを目指す。 

【実施日時】毎月ほぼ 1 回 （１０回） 
【実施場所】エコネット近畿 事務所 
【対 象 者】環境活動をしている団体、企業・行政の環境担当者、環境に興

味を持つ全ての方 
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【参加目標】１５名程度 
【参 加 費】２００円（お茶・お菓子代） 
【収  入】３０，０００円（参加費、他） 
【支  出】２０，０００円（消耗品費、印刷費、会議費、他） 
 

（５）環境ＮＰＯ・企業と行政の協働セミナー 
～３つのチカラのたし算で 地域を変える！～ 

 【内  容】 先進的なグリーンビジネスを推進する企業の多くは、様々なス 
              テークホルダーに向け CSR 活動報告を行い、また社会貢献あ 
    るいは企業市民活動に取り組んでおられます。 

      しかし、多くの企業は市民活動がやってみたい！という社員の 
       みなさんがおられながら、活動の場を持てなかったり、不足し 
       ているのが現状です。環境 NPO が直面する会員の高齢化による 
       後継者の不在や、活動の継続に必要な安定した会員数の確保と 
       いう課題を解決するべく、企業と NPO がプレゼンテーションの  
       場を持ち，活動の実態を知った上で、交流の場を持ちより良い 
       パートナーシップを築くことができるよう協働セミナーを実施 
       いたします。今年度は「生物多様性」をキーワードに企業との 

協働の新しいカタチを模索します。 
 【事業概要】 ①CSR 活動を希望する企業からのプレゼンテーション 

    ②CSR 活動の受入準備のある NPO からのプレゼンテーション 
    ③分野に分かれ、交流の場を持つ 

 【実施日時】平成２７年（2015）２月  
 【実施場所】おおさか ATC グリーンエコプラザ 
 【対 象 者】企業、労働組合、青年会議所、経済団体の環境・企業市民活動 

      担当者、環境活動をしている団体、企業・行政の環境担当者環境 
      に興味を持つ全ての方 

 【共  催】大阪環境産業振興センター、大阪ボランティア協会、 
 【参加目標】６０名  
 【参 加 費】一般１０００円 学生５００円 会員５００円 
 【収  入】４００,０００円（助成金、参加費、他） 
 【支  出】３８８,４１１円 

（消耗品費、印刷費、旅費交通費、通信費、謝金、その他） 
 

（６）その他の活動 
① 情報の集約・発信・広報 
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【目  的】支援する人・団体と支援を求める人・団体を「結ぶ」 
【内  容】NPO 団体や企業・行政・地域住民に対して、メールニュースや

Web サイト等の媒体を使い、エコネット近畿や各関連団体の情

報・イベント情報や助成金情報、会員団体のインタビュー記事

などを配信する。 
      行政・企業・環境団体からの掲載依頼のあった情報の共有や外

国人向けボランティア情報（英語版）も検討 
【実施日時】メールニュース：月２回配信 
 ホームページ：随時更新 
      facebook ページ：随時更新 
      ニュースレター：年２回発行 
【対 象 者】環境活動をしている団体、企業・行政の環境担当者、環境に興

味を持つ全ての方 
【配信目標】メールニュース：９００名／１配信 
      ニュースレター：１００部／１回 
      facebook ページ：３００いいね！ 
【収  入】５０千円（運営費） 
【支  出】５０千円（印刷費等） 

 
② 環境NPOボランティアの募集と仕組みづくり  
【目  的】支援する人を支援を求める団体へ 
【内  容】「ボランティアしたい人」と「人材をもとめる団体」をつなげる 
      仕組みを確立することにより、後継者不足に悩む環境 NPO 
      における人材育成支援に取り組む。 
【実施日時】随時 
【事業概要】①「活動ボランティア」紹介 
        エコネット近畿会員団体がイベント等を行う際、要請をう 
        け活動ボランティアに登録いただいている会員に周知し現 
        地で会員団体とともに活動いただく。学生中心。交通費一 
        部助成。 
     ②「事業ボランティア」募集 
     エコネット近畿の想いに賛同し、イベント開催や事務局運 
        営にご協力いただけるボランティア会員を募集登録いただ 
        く。年齢・性別不問、空き時間で交通費を実費支給する。  
【協  力】近畿の大学生ボランティアセンター、兵庫県各所の生きがい仕 

事サポートセンター、大阪ボランティア協会、大阪社会福祉協 
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議会（予定）  
  【収  入】５０千円（運営費） 

【支  出】５０千円（消耗品費、印刷費、交通費、他） 
③ 河川流域自然環境再生支援/クリーンアップ活動 
【内  容】「きれいな水辺でつながろう～びわ湖・淀川クリーンアップ」を

キャッチフレーズに、NPO 活動の「活性化」ならびに「見える

化」を支援することで、環境問題への気付きを広め、住民の生

活環境の改善を図る。 
【実施日時】通年 
【実施場所】近畿の河川・里山 
【事業概要】環境活動支援団体へ Web サイトを使った団体やイベント情報、

ノウハウ等の情報集約・発信 掲載 
 【対 象 者】近畿の河川流域で活動している NPO・企業・行政・専門家及び 

住民 
【収  入】１９,６８５円（エコポイント寄付、他） 
【支  出】１５０,０００円（備品費、消耗品費、旅費交通費、通信費他） 
④会員との交流行事・会員へのサービス 

【内  容】エコネット近畿の会員同士の交流と研鑽を目的とし交流行事 
      を開催する。 

①会員の要望に応じ、事務所の会議室を活用して頂く。 
②事務所内パソコンで助成金情報を閲覧できるようにする。 
③フェイスブックページ、HP 等で会員団体のインタビュー 

記事を掲載するなど活動紹介を行い広報協力につとめる。 
      ④会員団体は、メーリングリスト・メールニュース・FB ペ 

ージにてイベント告知を行うことができる。 
【事業概要】会員が活動する里山保全地域の見学。 
【実施日時】平成２６年（2014）７月１日 
【収  入】３０,０００円（会費） 
【支  出】３０,０００円（旅費交通費、消耗品費、通信費、会議費、他） 

 
Ⅳ．総会の開催  
 平成２６年度総会 

【内  容】審議事項 

第１号議案 平成２５年度 事業報告書承認の件 

第２号議案 平成２５年度 活動計算書承認の件 

平成２５年度 監査報告書 
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第３号議案 平成２６年度 事業計画書承認の件 

第４号議案 平成２６年度 活動予算書承認の件 

第５号議案 定款変更承認の件 

第６号議案 平成２６年度  役員承認の件 

第 7号議案 その他の議案 

【実施日時】平成２６年(2014)５月１８日（日）１３：００~１４：００ 
【実施場所】おおさか ATC グリーンエコプラザ ビオトーププラザ 

（大阪市住之江区南港北２丁目１－１０ ITM 棟 １１F） 
【対 象 者】エコネット近畿 役員及び会員 
【収  入】６０,０００円（助成金、参加費、他） 
【支  出】６０,０００円（賃借料、旅費交通費、他） 
 

Ⅴ．理事会の開催 
 時代にマッチし、行動につながる新体制づくり 

  平成２６年度の理事会の開催については年 4 回以上開催 
  平成２６年度理事会 

【日  時】平成２６年(2014)５月１８日（日）１５：５０~１６：５０ 
【実施場所】おおさか ATC グリーンエコプラザ ビオトーププラザ 

（大阪市住之江区南港北２丁目１－１０ ITM 棟 １１F） 
【日  時】平成２６年(2014)４月、９月、１１月 

平成２７年(2015）２月を予定 
【実施場所】エコネット近畿 事務所 
【収  入】120,000 円（運営費） 
【支  出】120,000 円（旅費交通費） 

 
Ⅶ．会員目標 

    
2013 年度 
実績見込 

2014 年度 
計画 

2015 年度 
計画 

2016 年度 
計画 

会員 

正会員個人 33 51 69 87 
正会員団体 10 17 24 31 
正会員企業 0 1 2 3 
賛助会員個人 22 32 42 52 
賛助会員団体 15 18 21 24 
賛助会員企業 0 1 2 3 

計 80 120 160 200 
 



特定非営利活動法人近畿環境市民活動相互支援センター 
 

 ＜会員の拡大にむけて＞ 
 ・近畿 2 府 4 県に隔月で出向いて環境 NPO スキルアップセミナーを開催す

ることで、近畿一円の正会員団体獲得に向け能動的に働きかける 
・会員メリットをより差異化・明確化する。 
①近畿 2 府 4 県で活動する環境 NPO 団体会員のインタビュー記事を HP
等で発信する。 

②会員団体のイベント情報をメールニュース、フェイスブック等で優先的

に発信する。 
③会員側からも直接イベント情報を投稿できるよう会員専用のメーリン

グリストを設置する。 
④会議室の利用、クリーンアップ備品の貸出、エコネット・カフェでの団

体活動発表など、支援メニューを分かりやすく打ち出す。 
⑤助成金申請等の相談業務に関する事務局のスキルアップ 

・会員団体へのヒアリング調査を行い、その結果を支援メニューや事業内容を 
 反映させていく基礎をつくる。               

以上   


